
この書物が出版されたのが 1927年だから,それからもう50年に近tn歳月が流れたことにな

る.かつてわた くLも学生時代にこれを手に入れ,敬仰の念で読んだことがある｡

A_.Hettner先生の岩かDL日,同先生が大学に学ばれたころには,新ヵン ト学派の認識論が一

世を風廃し,自然科学 と文化科学ないしは歴史科学 との区別が峻別 され,その影響で,自然と人間

を取扱 う地理学は科学には値 しないとrJ見方があD,地理学の方法を統一するためにも.人間を地

理学の対象から除外する意見さえあD.Tiさに地理学にとっては混迷の時代であったと聞tnている.

そん夜なかでできたのがこの書物かと思 うO 戦後の日本a)地理学界のなかでも. 50年前のそんな

空気がなくはない.

松井先生は 1935年の地理学評論第 11巻第 5号で, ｢地理学に於ける法則性と偶然性｣と越

し,A.Hettner先生を紹介され,早 くから先生の業績に深い関心をもたれてhたし,いせ A.

flettner先生の考え方を伝えていただけることは結構 を ことである.

戦後,若V,研究者達が,どの学問分野を問わず. ｢原点｣に接することを敬遠する傾向にある,

新しい地理学 を更に進めるためにも,日本 ･外国を問わず ｢庶点｣に立 らかえって三思することが

特にのぞせれ エう｡

松井勇先生の プロフィル

木 内 信 威

校井勇教授が昭和 48年 3月を以て公的を生活から退かれ.新しい人生を踏出され ることは,悼

しいと言 うよりお喜びしたい気持で一杯であるOこの半世紀は.日本の社会 も学界も大 きな嵐の中

VCあって,その煩さに係り合うこと仇 学者らLV,学者としての松井 さんに対 してはまことにお気

a)毒であった｡兵隊 としての召集訓練から学生騒動との対応まで,それらは松井 さんVCとって不得

意であ9,両も避けられなV,ことであったろうO これからは自由に,今までの研究を更に磨 きあげ

て,後進に道を示 して頂 きたいと思 うo

松井さん と知 9合ったのは,私が東京帝大理学部地理学科の 1年に入学 してからで, 40年()育

vc頭る｡既に大学院2年に在学 して,新進の学者 としての仕事を次々と発表されていた｡ ドイツ文

献の紹介批評をはじめ,多摩丘俊をフィール ドとする土地利用の研究をど,理論的な方法を開拓さ

れっつあった｡その頃の大学院には,岡山俊雄,吉村信書,村田貞鹿などの諸氏がおられ,池形学
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湖沼学 ･人文地理学 ･景観論などの研究の基礎を固めつつあった｡特に1935年前後は.日本と

言 うよりは世界的vcみても,計量地理学の泰明朗であって.地形計測や人文計測を上述の諸先輩が

開拓 しつつあったOその中で,佼井 さんは,富山県磯波平野の散居集落の散布度について研究 した

が,ポア ッソン分布を示すとされた研究は,1950年代にをっ{伸展をみた計量的研究の開拓者

の一人,J.B.LBerry教授〔シカゴ大 )の講義や著書に引用された.

私が松井 さんの仕事を直接お手伝いするように在ったのは,昭和 13年からで,日本の地理的分

布現象の研究に関してであるO私は市町村別工業人口率 などの分布とその解釈について報告 した.

この頃から.松井さんは文学部講師 (非常勤 )となりト三四郎池に近い文学部地階に研究室を持っ

て.早朝から夕刻せで勉強されていたOこの時整えられた図書 .地図 ･器具は貴重をもので,新制

大学として教養学科の中に人文地理学課程ができたときに頂戴 した.辻村太郎先生は本職の地形学

･景観地理学のほかに上述の計量的方法や文化地理学 ･地誌学等VC亘って高遠な識見を持って学生

を指導されたが,特vc佼井さん と私には人文地理学を托され,野外巡検の折には.しばしば二人が

当った.松井さんは,農林省の新 しい統計方法に基 く資料をいち早 く採って,日本の農業地域区分

をせとめ.つV,で.分布理論や地域理論について周到 な考察をされ,この一部は学位論文となったO

那須野の継続的な研究はお茶の水女子大に移ってからである.私 もその初期化は,自由学園の寮に

泊9.生徒の作ったかぼ ちゃ料理をたべ,那須野の農家の面接に歩いた.

松井さんには東大時代から今日まで兄弟の上うなお付合いと御指導をJBLlたO岩石模本室の一隅

にある古Lnお茶の水の研究室では,しばしばおいしいお茶をごちそうvcなって,新しV'学問の傾向

に熱を入れ,旅行談にくっろLlだO松井さんは聞き上手であったO近かしくしたのは学校の関係ば

かDでVj:なh｡枚井 さんVj:古 くから本郷 (文京区 )浅嘉町VC住み,私は関東大慮災後から最近まで

隣りの駒込堵町に住んだ.共に今は本駒込 と改名されているが,私の家が松井さんのお宅 とお茶の

水大 とを結ぶ最短路線上にあったので,私が浸坊していると, ｢松井先生が見えた｣と言 う家内の

掛け声vcあわてて起きたことも再三ではなく,また忘れたころ支給され るお茶の水の講師給を届け

て下さった りした.

松井さんは酒も煙草も増 せなV,が,私よbLnけると思ったのは,四国だかの巡検で,接待に出さ

れたピーノレのコップを干 して真赤vc覆っていたことであるO早寝早起 きで,夜の会合は全 く不碍手

であるが,出席すればそれだけ努められたO小柄で若V'ときはコロコロしていた松井 さんが食塩塵

の時代に骨と皮ばかりに在ったのはお気の毒であったが,その松井先生を抱えるようにして焼岳に

あげたrJは,一高山岳部の中村徳 さんであD,戦鼓 した彼は準地理学科生として巡検に参加したの

であった 〔昭和 17年 )Oそれに比べると,われわれ悪童は伊豆大室山の巡検 (昭和 7年 )で草山
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のコニーデ斜面を先に駈け下 Dてしまい,枚井さんを置 き去 りにしたのは友達甲斐なかったと言わ

ざるを樽をho少 し位aJhたずらには.ニコエコして眺めてVlたが.脇でみてVlて腹が立つようを

ことが何回かあったであろうO そうい う時には,眼鏡が さらDと光るのであるo

原稿用紙に きちんと講義ノー トを準備され,それを読みあげる方法は,消 した b書V,たDの大変

な労苦を伴う仕事である｡聴 く方にはそれだけの手間がかかったことが分からないので,折角の滋

味を汲まずに終わることも稀ではなV,｡私はしばしば,その講義な.或は研究の記録を公刊 してく

ださいとお願いするのだが.なかなか肯いて下さらないO後の者が同じ苦労をし,ときには誤 った

方向に踏み入れ 夜V,ためにも,分布や地域理論につV,ての著述があることが望 LV,｡ この戯Lnに対

して桧井さんは,まだまとまらなVlからと言 う. まとまったら研究者の生命は終 ってしまうので,

まとまらぬことを発表して,多 くの批判を受けることが学界全般の進歩につ夜がると思 うのである

が｡一層の御健勝を祈上げる次第である｡

〝都 づ く り と英 雄 〝

庵 原 信 彦

皆さんど存知の研究学園都市は,建設計画が既に具体化して,その輪郭もほほでき上 り,各機髄

の一斉移転を残すのみ,あと数年で典型的な機械文明の砦が出現することでしょうO さて筑波o上

うに今まで市街地 らしい中核の無かった平坦地に,20万ほ どの都市ができ上ると云 うのですから,

権力者が一旦その気になれば,何でもこん な風にで きるもe)らお思いになる方が多かろうと存じま

す｡

古来,英雄 あるいは大政治家 と云われるほどの人物ならば.首都を新たに造営する位の実力があ

るという説があbますO古 くは難波の津に都 した仁徳帝,近江大津京で即位した天智帝,寧楽の都

VC遷都 した元明女帝,(天智天皇の第4皇女 〔阿階皇女 )で,草壁皇子の妃 となD,文武天皇の母で

ある.女帝8年間の在位中に遷都 (和銅 3年 )と古事記の完成 (和銅 5年 )が特輩される｡なお草

壁皇子は,高松塚壁画古墳の被葬者の最有力な候補者の1人として挙げられている. (直木教授談)

をはじめ.平安京に都城を計画して兵都 した桓武帝,鎌倉に幕府を構えた頼朝,大阪に城市を集い
カテゴリー

て天下に号令 した秀吉,江戸を掃府 して諸大名を従えた家康など,hづれ もその範唾に属する人材

であるとする声 もあDます｡
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